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事
業
報
告 

 

愛
寿
会
の
二
十
七
年
度
事
業
の
主
た
る
も
の
を
法
人
事

務
局
か
ら
総
括
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

（
一
）
仁
生
園
外
壁
改
修
工
事 

 
 
 
 

新
館
南
側
外
壁
と
新
館
東
側
の
外
壁
の
タ
イ
ル
が
剥
が

れ
ま
た
、
は
が
れ
落
ち
る
危
険
が
あ
り
ま
し
た
の
で
緊
急

的
に
改
修
い
た
し
ま
し
た
。 

（
二
）
夏
祭
り
の
開
催 

 
 
 
 

仁
生
園
、
第
二
仁
生
園
と
も
に
恒
例
の
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
入
所
者
、
家
族
の
皆
様
と
も
に
大
い
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

（
三
）
除
雪
機
の
入
れ
替
え
購
入 

 
 
 
 

除
雪
に
対
応
す
る
た
め
の
除
雪
機
を
整
備
し
ま
し
た
。 

（
四
）
特
殊
浴
槽
の
購
入 

 
 

 
 

永
年
の
使
用
か
ら
修
理
部
品
等
が
調
達
で
き
な
い
た

め
、
車
い
す
式
入
浴
装
置
・
臥
床
式
入
浴
装
置
二
基
を
整

備
し
ま
し
た
。 

（
五
）
施
設
運
動
会
の
開
催 

仁
生
園
で
は
十
二
月
六
日
、
第
二
仁
生
園
で
は
十
月
十

四
日
運
動
会
が
開
催
さ
れ
両
園
と
も
大
勢
の
入
所
者
が
参

加
さ
れ
元
気
に
競
技
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
六
）
総
合
防
災
訓
練
の
実
施 

 
 
 
 

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
等
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
今
年
も
総
合
防
災
訓
練
と
し
て
避
難
誘
導
・
応

急
救
護
・
消
火
・
非
常
招
集
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
七
）
職
務
手
当
の
改
正 

 
 
 
 

幹
部
職
員
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
責
任
あ
る
職
務
に
応

え
る
べ
く
副
園
長
補
佐
・
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

職
務
手
当
を
改
正
し
ま
し
た
。 

（
八
）
介
護
福
祉
資
格
取
得
講
習 

 
 

 
 

今
年
も
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
の
合
格
率
ア
ッ
プ

を
目
指
し
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
、
結
果
受
講
者
以

外
も
含
め
七
名
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。 

（
九
）
感
染
症
研
修
会
の
実
施 

 
 
 
 

感
染
症
の
予
防
研
修
が
六
月
に
「
食
中
毒
の
予
防
」、

十
二
月
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に

よ
る
感
染
症
の
予
防
対
策
」
と
題
し
て
二
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

（
十
）
第
二
仁
生
園
送
迎
車
両
整
備 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
の
助
成
に
よ
り
車
い
す
が

四
台
対
応
で
き
る
車
両
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

（
十
一
）

研
究
収
録
第
九
号
発
行 

 
 

 
 

仁
生
園
の
七
、
第
二
仁
生
園
の
四
つ
の
研
究
委
員
会

が
今
年
も
一
年
間
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
研
究
委
員
会

集
録
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

①
平
均
利
用
率 

 
 

 

九
五
．
九
パ
ー
セ
ン
ト 

 
 
 
 

②
入
所
者
の
年
齢
構
成 

四
十
代 

 
 

 

一
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

六
十
代 

 
 

 

二
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

七
十
代 

 
 

 

九
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

八
十
代 

 

五
十
五
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

九
十
代 

 

五
十
四
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

百 

代 
 

 

十
一
名 

 
 
 
 

③
介
護
度
別 

 
 

 
 

介
護
度
１ 

 
 

二
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

介
護
度
２ 

 

十
三
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

介
護
度
３ 

四
十
五
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

介
護
度
４ 

三
十
四
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

介
護
度
５ 

三
十
八
名 

 
 
 
 

 
 
 

 

※
介
護
度
３
以
上 

八
十
八
．
六
四
％ 

④
入
所
申
込
状
況 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

入
所
待
機
者 

 

四
百
七
十
九
名 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

年
間
新
規
申
込
者 

百
二
十
四
名 

  
 
 
 

 

 

第
二
〇
九
回
理
事
会
・
第
四
十
九
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら
第
二
〇
九
回
理
事
会
並
び
に
第
四
九
回
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
充
て
職
の
評
議
員
の
選
任
案
件
、
給
与
規
程
の
一
部
改
正
の
他
、
平
成
二
十
七
年
度
「
事
業
報
告
」「
決
算

報
告
」
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

平成 28 年 5 月 27 日（金）に行われた理事会・評議員会 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 

次
の
項
目
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

 
 

①
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活 

 

②
楽
し
み
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活 

 
 

 
 

③
職
員
の
資
質
向
上
と
介
護
負
担
の
軽
減 

 
 

 
 

④
重
度
化
対
応
施
設
と
し
て
の
役
割
の
推
進 

そ
の
他
、
各
事
業
ご
と
に
担
当
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
二
仁
生
園
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

①
利
用
者
ご
と
の
支
援
計
画
に
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る 

 
 

 
 

②
委
員
会
活
動
の
充
実 

 
 

 
 

③
設
備
器
具
の
保
全
管
理
を
行
い
生
活
環
境
を
確
保 

 
 

 
 

④
防
災
訓
練
で
課
題
の
改
善
を
図
る 

 
 

 
 

⑤
計
画
相
談
支
援
事
業
の
充
実 

 
 

 
 

⑥
共
同
募
金
配
分
事
業 

 

  

決
算
報
告 

 

社
会
福
祉
法
人
の
決
算
報
告
は
、
例
年
法
人
が
作
成
す
る

財
務
諸
表
（
資
金
収
支
報
告
書
、
事
業
活
動
計
算
書
及
び
貸

借
対
照
表
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。 

 本
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益
の
う
ち
、
介
護
保
険
事
業
収

益
（
仁
生
園
）
は
、
対
前
年
比
〇
．
７
％
、
四
、
三
九
二
千
円

の
微
増
、
ま
た
、
支
出
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
は
人
件
費

（
職
員
増
員
）
等
の
関
係
か
ら
五
．
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ①

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
割
合 

一
．
五
％
（
前
年
五
．
二
％
） 

②
人
件
費
割
合 

 

六
五
．
五
％
（
前
年
六
一
．
九
％
） 

③
事
業
費
割
合 
 

一
五
．
六
％
（
前
年
は
一
六
．
七
％
） 

④
事
務
費
割
合 

 

一
〇
．
四
％
（
前
年
九
．
六
％
） 

と
な
っ
て
お
り
前
年
よ
り
財
政
的
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

   

□ 事業活動計算書で見る指標 
 

【収益性】 経常活動増減差額率 
 

経常増減差額÷サービス活動（外）収益×100（％）＝ 
 

平成２７年度 
  

13,481÷843,869×100＝１．６％ 
 

平成２６年度 
  

42,119÷831,840×100＝５．１％ 
 

※ちなみに７％程度が平均値とされています。 
 

   
【生産性】 人件費率 

 
人件費÷サービス活動収益×100（％） 

 
平成２７年度 

  
549,363÷838,619×100（％）＝６５．５％ 

 
平成２６年度 

  
511,500÷826,864×100＝６１．９％ 

 
※この指標が７５％を超えると、経常増減差額が「△」となる場合が多いとされています。 

 

□ 貸借対照表で見る指標 
    

【安定性】 
    

１流動比率……流動資産÷流動負債×100(％)＝577.07％ 
  

 ※ 一般には、150％あれば「良」とされているものです。 
  

   当法人では「建設積立金」「人件費積立金」に積立預金に積み立てているため, 

   比較的低い数値になっています。 
    

２純資産比率……純資産÷資産総額×100（％）＝８８．３８％ 
  

※この比率が高い時、経営は「安定傾向」にあるとされています。 
  

３固定長期適合率……固定資産÷（純資産＋固定負債）×100（％）＝８２．２％ 

 ※ 当法人では平均的な数値を維持しています。固定資産を主に、「純資産」と  

   「固定負債」で賄っていることがわかります。 
    

   

    

  

 　（単位：千円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増　減
流動資産 526,137 512,950 13,187
　現金預金 377,212 366,354 10,858
　事業未収金 123,003 120,045 2,958
　未収金 25,465 26,211 △ 746
　上記以外の流動資産 457 340 117
固定資産 2,009,083 2,059,823 △ 50,740
基本財産 1,450,807 1,519,202 △ 68,395
　土地 62,959 62,959 0
　建物 1,387,848 1,456,243 △ 68,395
その他の固定資産 558,276 540,621 17,655
　建物 9,495 9,222 273
　構築物 34,483 38,555 △ 4,072
　車両運搬具 10,409 9,488 921
　器具及び備品 22,624 22,600 24
　有形リース資産 25,668 26,033 △ 365
　退職給付引当資産 27,912 25,182 2,730
　その他の積立資産 420,000 400,000 20,000
　上記以外の固定資産 7,685 9,541 △ 1,856

資産の部合計 2,535,220 2,572,773 △ 37,553

勘定科目 当年度末 前年度末 増　減
流動負債 91,174 89,445 1,729
　事業未払金 55,532 22,460 33,072
　その他の未払金 26,594 △ 26,594
　１年以内返済予定設備資金借入金 25,340 25,340 0
　１年以内返済予定リース債務 8,105 6,879 1,226
　上記以外の流動負債 2,197 8,172 △ 5,975
固定負債 203,337 2,258,636 △ 2,055,299
　設備資金借入金 153,935 179,275 △ 25,340
　リース債務 21,490 24,179 △ 2,689
　退職給付引当金 27,912 25,182 2,730
　負債の部合計 294,511 318,081 △ 23,570

基本金 413,238 413,238 0
国庫補助金等特別積立金 593,559 623,520 △ 29,961
その他の積立金 420,000 400,000 20,000
次期繰越活動増減差額 813,914 817,934 △ 4,020
（うち、当期活動増減差額） 15,979 33,775 △ 17,796

純資産の部合計 2,240,711 2,254,692 △ 13,981
負債及び純資産の部合計 2,535,221 2,572,773 △ 37,552

貸  借  対  照  表
（平成２８年３月３１日現在）

資　　産　　の　　部

負　　債　　の　　部

純　　資　　産　　の　　部

 

　（単位：千円）

当年度決算 前年度決算 増　減

介護保険事業収益 677,016 672,623 4,393

障害福祉サービス等事業収益 160,950 152,962 7,988

上記以外のサービス活動収益 653 1,279 △ 626

838,619 826,864 11,755

人件費 549,363 511,500 37,863

事業費 131,232 137,778 △ 6,546

事務費 87,271 79,280 7,991

減価償却費 90,915 89,500 1,415

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 32,957 △ 34,193 1,236

825,824 783,865 41,959

12,795 42,999 △ 30,204

活 サービス活動外収益計（４） 5,250 4,976 274

動 サービス活動外費用計（５） 4,563 5,856 △ 1,293

外 サービス活動外増減差額（６）＝（４）－（５） 687 △ 880 1,567

13,482 42,119 △ 28,637

特別収益計（８） 5,495 63,852 △ 58,357

特別費用計（９） 2,997 72,196 △ 69,199

特別増減差額（１０）＝（８）－（９） 2,498 △ 8,344 10,842

15,980 33,775 △ 17,795

前期繰越活動増減差額（１２） 817,934 856,659 △ 38,725

当期末繰越活動増減差額（１３）＝（１１）＋（１２） 833,914 890,434 △ 56,520

基本金取崩額（１４） 0 0 0

その他の積立金取崩額（１５） 400,000 327,500 72,500

その他の積立金積立額（１６） 420,000 400,000 20,000

次期繰越活動増減（１７）＝（１３）＋（１４）＋（１５）－（１６） 813,914 817,934 △ 4,020

（自　平成２７年４月１日　　　　至平成２８年３月３１日）

事　業　活　動　計　算　書

特
別

サービス活動収益計（１）

サービス活動費用計（２）

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
部

サービス活動増減差額（３）＝（１）－（２）

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

当期活動増減差額（１１）＝（７）＋（１０）

経常増減差額（７）＝（３）＋（６）

勘定科目

収益

費用
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愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算
で
、
利

用
者
の
快
適
性
と
安
全
性
を
保
つ
と
共
に
介
護
業
務
に
あ

た
る
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
先
進
的
な
介
護
機
器
整

備
費
と
し
て
百
三
十
万
円
を
措
置
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

仁
生
園
の
利
用
者
は
年
を
追
っ
て
高
年
齢
化
し
、
こ
れ 

 
 

 

に
並
行
し
て
介
護
度
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

ベ
ッ
ド
も
上
半
身
の

移
動
、
下
半
身
の
移
動

そ
れ
に
全
身
の
移
動
と

三
段
構
え
の
電
動
ベ
ッ

ド
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
回
は
以
上
の
機
器

を
下
記
の
写
真
の
よ
う

に
整
備
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
援
会
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

                        

今
年
も
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
北
杜
市
内
の

企
業
・
団
体
、
高
校
生
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

実
習
等
で
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

五
月
四
日
（
水
）
、
天
理
教
奉

仕
団
の
皆
様
、
約
三
十
五
名
が
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
な
ど

慣
れ
た
手
つ
き
で
テ
キ
パ
キ
と

作
業
さ
れ
て
お
り
、
園
内
が
と
て

も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

五
月
十
七
日
（
火
）
、
帝
京
高

校
の
二
年
生
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
現
場
見
学
実
習
を
し
ま
し
た
。 

戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
皆
さ
ん
一
生
懸
命

実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
実
習
で
の
体
験

を
、
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

  

五
月
二
十
三
日
（
月
）、
足
裏
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
リ
リ

ウ
ム
」
の
浅
川
小
百
合
さ
ん
が
来
園

さ
れ
ま
し
た
。 

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
む
く
み
解
消
や

利
尿
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
や
す

ら
ぎ
の
皆
様
、「
気
持
ち
い
い
ね
」

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
施
術
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
特
養

で
実
施
予
定
で
す
。 

   

四
月
十
三
日
（
水
）、
シ
ミ
ッ
ク

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
皆
様
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
利
用
者
様
か
ら
も
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

   

 

   

                

五
月
二
十
日
（
金
）、
帝
京
高
校

の
三
年
生
が
介
護
援
助
実
習
を
し

ま
し
た
。
特
養
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

や
す
ら
ぎ
に
分
か
れ
て
実
習
を
行

い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手

伝
い
や
利
用
者
様
と
お
話
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
で
学

ん
だ
事
を
、
ぜ
ひ
今
後
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
夏
ま
つ
り
」
の
ご
案
内 

 仁 

生 

園 

日
時
：
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
日
（
土
） 

18

：

00
～
20

：

00 

第
二
仁
生
園 

日
時
：
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
七
日
（
水
） 

18

：

00
～
20

：

00 

 

  

～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 
今
年
は
雨
も
降
ら
ず
会
場
も

一
階
に
し
た
た
め
、
中
庭
の

木
々
の
眺
め
も
良
く
会
場
が
広

く
使
え
た
の
で
各
班
の
入
れ
替

え
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
多
く

の
利
用
者
様
に
楽
し
ん
で
頂
け

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 
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野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
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し
、
車
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子
の
方
で
も
参
加
し
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頂
け
る
よ
う
に
テ
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ブ
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も
用
意
し
ま
し
た
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各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
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て
頂

き
、
と
て
も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
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～ 

第
二
仁
生
園 

防
災
訓
練 

～ 

 

 

六
月
一
日
（
水
）
、
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
訓
練
で
す
が
、
皆
様
落
ち
着
い
て

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

～ 

第
二
仁
生
園 
防
災
訓
練 

～ 

 

 
 

 

 

 

六
月
一
日
（
水
）、
地
震
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

年
に
一
度
の
訓
練
で
す
が
、

皆
様
落
ち
着
い
て
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

  



平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
～ 

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                             

 
 

                          

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 

第 203 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 28 年 6 月 10 日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山 

口 
 

潤 

子 
 

様 

            

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小 

池 
 

徳 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

由 

井 
 

正 

夫 
 

様 
 

 

伏
見
信
子 

 
 

三
井
泰
子 

 
 

伊
藤 

尚 

清
水
洋
平 

星
野
玲
子 

相
良
紀
昭 

有
賀
輝
人 

浅
川 

二 

名
取
佐
紀
子 

清
水
健
二 

斉
藤 

勇 

小
林
太
夫 

今
井
勝
良 

植
松
一
雄 

秋
山
辰
雄 

石
原
一
男 

麻
生
享
彦 

北
原
義
忠 

内
田
英
子 

佐
藤
き
よ
子 

小
林 

稔 
小
林
明
子 

由
井
正
夫 

五
味
久
代 

向
井
嘉
夫 

坂
本
天
地 

田
中 

茂 

伊
藤
幸
治 

窪
田
幸
治 

(

有)

坂
本
商
事 

小
尾
雅
彦 

村
木
正
男 

中
山
義
昌 

相
吉
孝
一 

宮
崎
良
幸 

三
井
政
雄 

今
井
之
彦 

神
永
容
子 

堀
込 

隆 

大
岡 

毅 

小
林
保
正 

橘 

徹 

藤
堂 

清 

吉
川
秀
子 

金
丸
一
幸 

安
達
智
彦 

山
田
久
良
子 

(

有)

大
泉
タ

ク
シ
ー 

板
山
長
治 

森 

フ
ミ 

内
田
繁
雄 

内
田
由
紀
子 

林 

泰
彦 

山
坂
一
臣 

輿
石
英
二 

坂
本
美
登
志 

守
屋
建
設

(

株) 

進
藤
純
世 

杉
田
東
司
雄 

細
野
昌
一 

東
城
良
信 

古
谷
孝
市 

岩
下
正
代 

中
嶋
英
子 

浅
川
元
晴 

藤
原
ト
ミ
子 

板
山
恵
美
子 

浅
川
徳
子 

向
日
葵
会 

代
表
水
谷
け

さ
子 

名
取
富
雄 

北
原 

久 

坂
本
良
廣 

板
山
國
夫 

川
端
下
和
希 

齋
木
正
光 

窪
田
芳
郎 

芦
沢
松
子 

浅
川
元
晴 

堤 

辰
彦 

小
尾
章
臣 

山
本
文
彦 

福
田 

紘 

田
中
勝
海 

浅
川
賢
造 

進
藤
富
己
子 

遠
藤 

栄 

高
橋
か
つ
江 

櫻
井
義
長 

井
出
武
男 

中
村 

豊 

宮
澤 

弘 

茅
野
光
一
郎 

平
井
み
か
こ 

輿
石
幸
徳 

 

後
援
会
入
会
者
様 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
八
王
子
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
甲
府
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
甲
斐
市 

・
甲
府
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
荒
川
区 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
愛
知
県
名
古
屋
市 

・
北
杜
市 

 

様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 

 

・
静
岡
県
富
士
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
神
奈
川
県
座
間
市 

・
北
杜
市 

・
千
葉
県
佐
倉
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
三
鷹
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
葛
飾
区 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
甲
斐
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
多
摩
市 

・
韮
崎
市 

 

 

中
山
義
昌 

相
吉
孝
一 

宮
崎
良
幸 

三
井
政
雄 

今
井
之
彦 

神
永
容
子 

堀
込 

隆 

大
岡 

毅 

小
林
保
正 

橘 

徹 

藤
堂 

清 

吉
川
秀
子 

金
丸
一
幸 

安
達
智
彦 

山
田
久
良
子 

(

有)

大
泉
タ
ク
シ
ー 

板
山
長
治 

森 

フ
ミ 

内
田
繁
雄 

内
田
由
紀
子 

林 

泰
彦 

山
坂
一
臣 

輿
石
英
二 

坂
本
美
登
志 

守
屋
建
設(

株) 

進
藤
純
世 

杉
田
東
司
雄 

細
野
昌
一 

東
城
良
信 

古
谷
孝
市 

岩
下
正
代 

中
嶋
英
子 

 

浅
川
元
晴 

藤
原
ト
ミ
子 

板
山
恵
美
子 

浅
川
徳
子 

向
日
葵
会 

名
取
富
雄 

北
原 

久 

坂
本
良
廣 

板
山
國
夫 

川
端
下
和
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齋
木
正
光 

窪
田
芳
郎 

芦
沢
松
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浅
川
元
晴 
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辰
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小
尾
章
臣 

山
本
文
彦 

福
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田
中
勝
海 

浅
川
賢
造 

進
藤
富
己
子 

遠
藤 

栄 

高
橋
か
つ
江 

櫻
井
義
長 

井
出
武
男 

中
村 

豊 

宮
澤 

弘 

茅
野
光
一
郎 

平
井
み
か
こ 

輿
石
幸
徳 
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・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
府
中
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
南
ア
ル
プ
ス
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
甲
斐
市 

・
北
杜
市 

・
北
杜
市 

・
東
京
都
新
宿
区 

・
北
杜
市 

 


